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No. 26 
日本機械学会東北支部ニュース 

 支部長就任にあたって    
第 59 期 支部長 佐藤 裕市（酒田共同火力発電株式会社）

 

この度、日本機械学会東北支部の第 59期支部

長を務めることになりました、酒田共同火力の

佐藤です。前支部長の井上先生の後任として継

ぐことになりました。歴史と伝統ある日本機械

学会東北支部長を仰せつかり、光栄に思うとと

もに身の引き締まる思いであります。 

支部会員、学生会員の意見をお聞きし支部役

員の皆様と協力しながら精一杯務めさせていた

だきます。何卒よろしくお願いいたします。 

 

 私は、電力会社の火力発電部門 特にコンバ

インドサイクル発電設備のガスタービンの保守

に係る仕事が長く、国内初の大型コンバインド

サイクル発電設備が出来たころの保守技術が確

立していないころから従事し、メーカーとユー

ザーが一緒になり設備の信頼性向上に努めてま

いりました。その時に感じたことは、設備の不

具合を解明するには、現象を正確に受けとめ、

その事象と関連がありそうな構造・材料や運転

データなどの分析をひたすら実施し、それを何

度も繰り返すことで原因を究明し、対策してき

たことで設備信頼度を向上させることができま

した。つまり、日ごろ見慣れた数値データは、

とても大切なものであり宝であるということで

す。 

 

 近頃は、チャット GPT により必要なキーワー

ドを入力することで技術文章もそれなりのレベ

ルで書けるような世の中になりました。         

しかし、ある評論において論文などの場合は、 

          

 

    
 

必要な情報源が確認できないことが大きな障害

になる、などと記していました。私も同感であ

るとともに、根拠のある技術をベースに安全や

安心な暮らしが成り立っているのだから、機械

学会会員の方々にはこれまで通り地道にデータ

を積み上げ分析し、新たな発見や開発に取り組

んでいただきたいと思っています。 

 

さて、昨年度の日本機械学会東北支部の活動

を振り返って見ますと、支部総会、商議員会、

支部幹事会、支部講演会（秋期講演会、卒業研

究発表会、総会・講演会）を 3 回、シニア会総

会、機械の日 PR イベントを 10 回、メカライフ

の世界展を 2 回、夏休み子ども科学キャンパス

の共催、学都「仙台・宮城」サイエンス・デイ

2022 への後援、特別講演会の共催や協賛 7 回、
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講習会への協賛 1 回など幅広く活動をして参り

ました。 

特に、新型コロナウイルス感染症の制約の中

ではありましたが、小中高生から専門家など大

人までを対象とした、学都「仙台・宮城」サイ

エンス・デイ 2022（通常規模の約半数 5,000 名

規模での開催）への後援を行い、日本機械学会

東北支部としても表彰を行うなど認知度アップ

に努めました。将来を担う若者が理系に興味を

持ってもらう場になっており、今年度の開催に

対しても後援するなど積極的な活動を行う予定

としています。 

 また、総会・講演会では東北支部講演会とし

ては初めての対面とオンラインのハイブリッド

で開催し盛会に終えられたのは、今後の東北支

部の活動のあり方を示した成果だと感じており

ます。さらに、講演会への発表者や参加者を増

やすための施策として、表彰規程の運用を緩和

し、表彰できる人数を増したことは多くの発表

者へやりがいとチャンス与えるなど、第 58期の

役員の皆様の奮闘に改めて感謝申し上げるしだ

いです。 

 

こうした状況を踏まえ、東北支部といたしま

しては、次の３点に重点を置き今年度は活動し

てまいりたいと思います。 

１点目は、今年度の卒業研究発表会と総会・

講演会、シニア会を 2 日間の日程で開催するこ

とで、交通の利便性があまり良くない東北各地

からの出席者も増やしたいと考えております。

また、広域に広がる東北支部会員の参加を促す

ために、講演会や支部行事をハイブリッドで行

うため、支部としてハイブリッド機器を購入し、

支援することを考えます。 

２点目は、東北支部の社会貢献の拡大と財政

健全化を図りたいと考えております。具体的に

は、講習会などを通してリスキリングの場の提

供による社会貢献と聴講参加費による収入の増

加を目指したいと思います。 

 3 点面は、支部活動のダイバーシティ化を図

りたいと考えております。企業においては、女

性活躍推進法により「管理職に占める女性労働

者の割合」は必ず把握すべき項目となっていま

す。女性管理職が増えることによって、「職場の

活性化」や「男性意見だけではなく女性意見も

取り入れた、豊富な企画力を生む」などのメリ

ットもあることから、どのような形でダイバー

シティ化を進めるのか議論を活発にしていきた

いと思います。最終的には、商議員や支部幹事

に女性や外国人の参画を促進するための方策を

提言することを目指します。 

また、次年度の 60周年記念式典の開催に向け

て、第 60期役員に引き継げるよう準備をしてい

きたいと考えております。 

会員の皆様方からご支援、ご助言を頂きなが

ら、東北支部が継続的に発展するよう微力なが

ら務める所存ですので、どうかご協力頂けます

よう、宜しくお願いいたします。 
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2022 年度 東北支部報告 

 

2022 年度日本機械学会東北支部事業報告（2022 年 4 月～） 

 

開催日 会議・行事 会議事項（行事の場合はテーマ・講演数） 

'22.6.5 支部ニュース発行 No.25 Web 公開 
第 58 期支部長挨拶、2021 年度東北支部事業報告、2021 年度東北支

部贈賞報告 

'22.6.28 

2022 年度機械工学振興事業資金採択行事  

メカライフの世界展（会場：秋田大学大学院理工学研究

科クロスオーバー教育創成センター） 

令和 4 年度こどもものづくり教室－陽極酸化でカラフルなチタンプ

レートを作ろう－ 

'22.7.1 
【共催】特別講演会 

（会場：八戸プラザホテル、担当校：八戸工業大学） 

高効率エネルギー回収・利用システム開発セミナー「地球温暖化対

策に向けた高効率エネルギー回収・利用システム」、講演 4 件 

（主催：特定非営利活動法人循環型社会創造ネットワーク） 

'22.7.9 機械の日 PR イベント（会場：八戸工業高等専門学校） 
オープンキャンパスにおける「機械の日」PR 活動（ポスター掲示、

「機会の日・機械週間」の説明と宣伝） 

'22.7.16 機械の日 PR イベント（会場：福島大学） 
オープンキャンパスにおける「機械の日」PR 活動（ポスター掲示、

「機会の日・機械週間」の説明と宣伝） 

'22.7.17 
【後援】学都「仙台・宮城」サイエンス・デイ 2022 

（会場：東北大学川内北キャンパス講義棟） 

サイエンス・デイ出展プログラム数：合計 81 プログラム、サイエン

ス・デイ AWARD への参加（東北支部長賞 1 件贈賞） 

（主催：特定非営利活動法人 natural science） 

'22.7.24 機械の日 PR イベント（会場：石巻専修大学） 
オープンキャンパスにおける「機械の日」PR 活動（ポスター掲示、

「機会の日・機械週間」の説明と宣伝） 

'22.7.27 
機械の日 PR イベント（会場：東北大学大学院工学研究

科） 

オープンキャンパスにおける「機械の日」PR 活動（ポスター掲示、

「機会の日・機械週間」の説明と宣伝） 

'22.7.28 機械の日 PR イベント（会場：秋田県立大学） 
オープンキャンパスにおける「機械の日」PR 活動（ポスター掲示、

「機会の日・機械週間」の説明と宣伝） 

'22.8.4～

'22.8.5 

【共催】第 20 回夏休み子ども科学キャンパス 

（会場：東北大学大学院工学研究科創造工学センターサ

インエスキャンパスホール） 

仙台市内の小学校 6 年生が東北大学で科学実験を体験 

（主催：東北大学、仙台市教育委員会） 

'22.8.6～

'22.8.7 
機械の日 PR イベント（会場：秋田工業高等専門学校） 

オープンキャンパスにおける「機械の日」PR 活動（ポスター掲示、

「機会の日・機械週間」の説明と宣伝） 

'22.8.8 機械の日 PR イベント（会場：弘前大学） 
オープンキャンパスにおける「機械の日」PR 活動（ポスター掲示、

「機会の日・機械週間」の説明と宣伝） 

'22.8.8 機械の日 PR イベント（会場：岩手大学） 
オープンキャンパスにおける「機械の日」PR 活動（ポスター掲示、

「機会の日・機械週間」の説明と宣伝） 

'22.8.27 機械の日 PR イベント（会場：一関工業高等専門学校） 
オープンキャンパスにおける「機械の日」PR 活動（ポスター掲示、

「機会の日・機械週間」の説明と宣伝） 
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'22.9.29 【協賛】2022 年度技術講習会（オンライン開催） 
2022 年度技術講習会（講習 3 件）（主催：(社)火力原子力発電技術

協会東北支部） 

'22.10.8 
第 58 期秋季講演会 

（オンライン開催、担当校：鶴岡工業高等専門学校） 

学術講演 46 件、基調講演 1 件「ワイヤレス給電理論を機械系学生に

伝える方法」 

'22.10.8

～

'22.10.9 

2022 年度機械工学振興事業資金採択行事 メカライフの

世界展（会場：一関工業高等専門学校） 
オープンキャンパス「さわって動かす機械とロボット」 

'22.10.11

～

'22.10.12 

【共催】第 15 回秋休み子ども科学キャンパス 

（会場：東北大学大学院工学研究科創造工学センター 

サインエスキャンパスホール） 

仙台市内の小学校 6 年生が東北大学で科学実験を体験 

（主催：東北大学、仙台市教育委員会） 

'22.11.29 【協賛】2022 年度研究発表会（オンライン開催） 

2022 年度研究発表会（発表 4 件）、特別講演 1 件「光ファイバセン

サーを用いた空間分解能 10cm での電熱管温度計測技術の開発」

（主催：(社)火力原子力発電技術協会東北支部） 

'22.12.12 
【共催】特別講演会（ハイブリッド開催：東北大学工学

部・工学研究科、オンライン） 

第十一回電力エネルギー未来技術シンポジウム、講演 4 件 

（主催：東北大学大学院工学研究科・附属先端材料強度科学研究セ

ンター・電力エネルギー未来技術共同研究部門） 

'22.12.19 
【協賛】特別講演会（ハイブリッド開催：東北大学片平

キャンパス 知の館、オンライン） 

CFRP に関する市民フォーラム 演題：「航空機を安全かつ軽量にす

るための材料・技術に関するおはなし」 

（主催：東北大学研究推進・支援機構 知の創出センター） 

’23.1.18 特別講演会（オンライン開催、担当校：山形大学） 特別講演会「スマート材料＆構造の医療・福祉ロボットへの応用」 

'23.1.31 

【協賛】特別講演会（ハイブリッド開催：東北大学片平

キャンパス レクチャーシアター東京エレクトロン知の館

3F、オンライン） 

CFRP に関する国際フォーラム 演題：「運動・物理・化学エネル

ギーを利用した CFRP の耐雷金属コーティング技術」 

（主催：東北大学研究推進・支援機構 知の創出センター） 

'23.2.4 
東北支部シニア会総会（会場：東北大学工学部総合研究

棟センタースクエア１階講義室 2） 

令和 4 年度総会、記念講演 1 件「秋田の航空機電動化システム推進

事業の紹介と地域の活性化」、パネルディスカッション、交流会 

'23.2.16

～ 

'23.2.17 

【協賛】2022 年度技術講演会および見学会 

（ハイブリッド開催：仙台国際センター会議棟 3 階「白

橿 1」、オンライン） 

講演 3 件、見学会：（女川原子力発電所、ナノテラス） 

（主催：(社)火力原子力発電技術協会東北支部） 

'23.2.17 
【協賛】特別講演会（ハイブリッド開催：東北大学流体

科学研究所、オンライン） 

特別講演会「Atmospheric-pressure Plasma for Medicine: Cancer 

therapy, RONS generation, deep learning analysis, and circuits 」

（主催：東北大学流体科学研究所） 

'23.3.7 
東北学生会 第 53 回卒業研究発表講演会 

（オンライン開催、担当校：仙台高等専門学校） 
学術講演 68 件 

'23.3.17 

【共催】第 58 期支部総会・講演会 

（ハイブリッド開催：東北大学青葉記念会館、オンライ

ン） 

学術講演 61 件、特別講演 1 件「放射光によるミリ秒 4D-X 線 CT の

最前線」（共催：東北大学大学院工学研究科） 
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＜2022 年度東北支部賞報告＞ 

2022年度東北支部賞につきましては、各審査委員会による公正な審査により下記の研究が表彰されまし

た。いずれも候補研究の中から選考された優れた研究内容で高い評価を受けております。今後とも多数

の応募をお待ちしております。 

 

2022 年度 日本機械学会東北支部技術研究賞 

「顎口腔運動の推定技術開発と嚥下機能評価システムへの応用」 

正員 佐々木 誠 殿 （岩手大学）   

正員 鎌田 勝裕 殿 （フィンガルリンク株式会社） 

正員 中山 淳 殿 （一関工業高等専門学校） 

 

 

2022 年度 日本機械学会東北支部独創研究学生賞「高専・学部の部」 

〇「結晶粒界品質高温劣化損傷支配機構の分子動力学解析」  工藤  拓翔  君（東北大学） 

 

〇「マイクロバブル発生量向上に向けた段付き中空超音波ホーン形状の最適化」長谷川 昂大 君（山形大学） 

 

〇「ガードヒータ型サーミスタプローブを用いた血管周囲の有効熱伝導率測定」 佐々木 瑞貴 君（八戸工業

高等専門学校） 

 

〇「空気巻込みを伴う水プラズマジェットの非定常数値シミュレーション」 岸本 陽介 君（東北大学） 

 

〇「食品 3D プリンターによる介護食材料の物性と造形能の評価」 藤原 広希 君（山形大学） 

 

〇「格子不整合誘起ボイド発生集積加速に伴うステンレス鋼 SUS316LN 鋼の粒界割れ加速メカニズムの検討」

安村 彩音 君（東北大学） 

 

 

      

工藤 拓翔 長谷川 昂大 佐々木 瑞貴     岸本 陽介 藤原 広希 安村 彩音 

 

 

佐々木 誠 
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2022 年度 日本機械学会東北支部独創研究学生賞「大学院修士の部」 

〇「カーボンナノチューブヤーンの作製およびそのエポキシ樹脂を用いた複合化と特性評価に関する研究」  

土井 慎平 君（東北大学） 

 

〇「多層カーボンナノチューブの炭素含浸/アニール 2 段階処理による構造制御と特性評価に関する研究」 

西岡 尚人 君（東北大学） 

 

〇「Ni 基超合金 Alloy617 の高温クリープ疲労損傷に及ぼす歪み速度の影響」 中山 昂紀 君（東北大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜受賞者の声＞ 

日本機械学会東北支部技術研究賞 

「顎口腔運動の推定技術開発と嚥下機能評価シス

テムへの応用」 

研究代表者  佐々木 誠  殿（岩手大学） 

この度は、栄誉ある 2022年度日本機械学会東北

支部技術研究賞を頂き、大変光栄に存じます。受

賞者一同、心より御礼申し上げます。 

本グループでは、フィンガルリンク株式会社の

鎌田勝裕氏、一関工業高等専門学校の中山淳教授

と共同で、前頸部に位置する舌骨筋群の多チャン

ネル表面筋電位信号から、口腔内に計測装置を挿

入することなく、安全かつ非侵襲的に顎口腔運動

を推定しうる工学技術を開発しました。 

本技術の用途は 2つあります。1つ目は、四肢麻

痺者の生活支援です。舌は、脳神経に支配されて

おり、頸髄損傷などで首から下の運動機能が麻痺

した状態においても、舌機能は残存しやすい特徴

があります。そこで、我々は、「口の中の手」とも

言える舌に着目したインタフェースを開発し、舌

運動での電動車いす操作を実現しました。 

2 つ目は、嚥下機能評価です。近年、誤嚥性肺

炎により命を落とす高齢者が年間 4 万人を超えて

います。高齢化率の上昇とともに、嚥下障害の問

題が深刻化する一方で、嚥下機能を定期的かつ簡

便に評価可能な非侵襲的な手法は未だ開発されて

いません。そこで、我々は、加齢に伴う嚥下機能

低下や嚥下障害予備軍の早期検出を目的とし、舌

骨筋群の筋協構造に着目した新しい嚥下機能評価

法を開発しました。 

今後は、本受賞を励みとし、東北地域の機械工

学の発展に寄与するとともに、機械工学の視点か

ら、高齢者や障害者の生活を支援できるよう、独

創的かつ実用的な技術開発を進めて参ります。今

後ともご支援のほど、よろしくお願い申し上げま

す。 

 

   
土井 慎平 西岡 尚人 中山 昂紀 
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独創研究学生賞（高専・学部の部） 

「結晶粒界品質高温劣化損傷支配機構の分子動力

学解析」   

工藤  拓翔  君（東北大学） 

この度は、日本機械学会東北支部独創研究学生

賞という名誉ある賞を賜りましたこと、大変光栄

であり、心から御礼申し上げます。 

近年、航空業界では地球温暖化対策としてのエ

ンジンの使用温度高温化、LCC 路線増加に伴う中

近距離路線増加による頻繁な出力変動など、航空

機ジェットエンジンの使用環境が厳しいものとな

っています。エンジンのタービン動翼材などに用

いられる Ni 基耐熱超合金は高温高負荷環境下で他

材料に比べ優れた機械特性をもちますが、温度上

昇に伴い損傷が加速し破断寿命が低下することが

明らかになっており、今後厳しい環境下で材料強

度を保証するためその劣化機構の解明が必要不可

欠です。 

本研究では、高温クリープ負荷環境下における

Ni 基超合金の粒界強度劣化加速因子を分子動力学

解析を用いて分析し、格子不整合起因のひずみエ

ネルギー緩和挙動として原子空孔や転位の集積が

加速することを明らかにしました。 

最後に、ご指導ご鞭撻賜りました三浦教授、鈴

木准教授をはじめ研究室の皆様に心より感謝申し

上げます。 

 

独創研究学生賞（高専・学部の部） 

「マイクロバブル発生量向上に向けた段付き中空

超音波ホーン形状の最適化」  

長谷川  昂大  君（山形大学） 

この度は、日本機械学会東北支部独創研究学生

賞という名誉ある賞を賜り、大変光栄に存じます。

選考委員ならびに関係者の皆様には心より御礼申

し上げます。 

 近年、マイクロバブルと呼ばれる直径 100 µm以

下の微小な気泡が注目されています。本研究室で

は、超音波と気体を同時に供給し、気液界面を激

しく振動させることでマイクロバブルを発生させ

る中空超音波ホーンという装置を開発しておりま

す。しかし、従来の中空超音波ホーンは供給気体

の流量に対するマイクロバブル発生量が少ないと

いった課題がありました。そこで本研究では、ホ

ーン形状をテーパ型からステップ型に変更するこ

とで超音波の振幅が増大し、気液界面の擾乱が促

進されマイクロバブル発生量が増加しました。今

後はさらなる発生量向上を目指しホーンを改良し

ていきたいと考えております。 

最後に、本研究においてご指導ご鞭撻を賜りま

した指導教員の幕田寿典教授をはじめ、ご支援ご

協力いただきました多くの皆様に深く感謝申し上

げます。 

 

独創研究学生賞（高専・学部の部） 

「ガードヒータ型サーミスタプローブを用いた血 

管周囲の有効熱伝導率測定」  

佐々木  瑞貴  君（八戸工業高等専門学校） 

この度は 2022 年度独創研究学生賞という栄誉あ

る賞を賜りましたことを大変光栄に存じます。 

 現在、皮膚がんの診断はダーモスコープと呼ば

れる特殊な拡大鏡を使用し、腫瘍の色調解析に基

づいて行われています。この手法では、非侵襲に

診断を行うことが可能ですが、診断精度は医師の

熟練度に依存してしまいます。また、先行研究よ

り健常な皮膚と腫瘍では、有効熱伝導率がわずか

に異なることが分かっています。我々はその特性

を利用した診断装置を開発し、これを用いて血管

周囲を測定した際の影響を検討しました。その結

果、皮膚表面と血管中心との距離が 4.0mm 以上に

なると、血液流速は有効熱伝導率測定に影響を及

ぼさないことが分かりました。今後は、血管の直

径や深さ、組織を変化させて引き続き解析を進め

ていこうと思います。 

 最後に、日頃ご指導いただいた指導教員の井関

祐也准教授をはじめとする共著者の方々、並びに

研究活動を支えてくださった多くの皆様に心より

御礼申し上げます。 
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独創研究学生賞（高専・学部の部） 

「空気巻込みを伴う水プラズマジェットの非定常

数値シミュレーション」  

岸本  陽介  君（東北大学） 

この度は、独創研究学生賞という名誉ある賞を

賜りましたことを大変光栄に存じます。また、関

係者の皆様に心より御礼申し上げます。 

水プラズマジェットを用いた難分解性物質の分

解プロセスについて、様々な実験的研究が行われ

てきました。しかしプロセスの詳細は未解明で、

有害な副生成物が生じる可能性も指摘されていま

す。実験的計測によるジェット下流域における非

定常的な温度場や物質濃度場の取得は容易ではな

く、分解プロセスの解明には数値シミュレーショ

ンが有効な研究手段です。本研究では、空気中に

噴出する水プラズマジェットの非定常数値シミュ

レーションを実施し、プラズマジェットと空気と

の境界領域における渦の形成と、この渦によるプ

ラズマジェットへの空気巻込みの再現に成功しま

した。これにより、プラズマジェット下流域の温

度や物質濃度が時間的に変動し、定常シミュレー

ションで予測される結果よりも低くなることが示

されました。実験においてプラズマがそれまでの

定常シミュレーションよりも短く観察さていた未

解決問題に対して、一考察を示すことができたと

言えます。また本研究では実際の分解物質は考慮

していませんが、プラズマジェット下流域の意図

しない低温化によって有害な副生成物が生じる可

能性が示されました。 

最後に、本研究の実施にあたりご指導いただき

ました茂田正哉教授、杉本真助教をはじめ、ご支

援、ご協力を賜りました皆様に感謝申し上げます。 

 

独創研究学生賞（高専・学部の部） 

「食品 3D プリンターによる介護食材料の物性と

造形能の評価」  

藤原  広希  君（山形大学） 

この度は、2020 年度日本機械学会東北支部独創 

研究学生賞という名誉ある賞を賜りましたことを 

大変光栄に存じますとともに、関係者の皆様に心 

より御礼申し上げます。 

 本研究は介護食の見た目が悪く食欲がそそらな

いという現状に対して、食品 3D プリンタに着目

して、野菜パウダーを使用した介護食の開発を行

いました。3Dスキャンによって造形データを作成

して、造形可能か調査しました。使用した野菜パ

ウダーはカボチャ・ニンジン・トマトパウダーで、

作成した食材インクの造形可否実験、物性評価と

して粘度測定・かたさ測定を行い、ユニバーサル

デザインフードの規格と比較し、介護食としての

条件を満たしているのか確認しました。 

 今後は多彩な見た目と食感を再現するために、

多種類の食材インクによる造形や調味料のパウダ

ーを添加し、味評価・官能評価を行います。 

最後になりますが、本研究は指導教員である古

川英光教授をはじめ、多くの方々に支えられ進め

ることができました。ご指導ご鞭撻をいただいた 

皆様に心より感謝申し上げます。 

 

独創研究学生賞（高専・学部の部） 

「格子不整合誘起ボイド発生集積加速に伴うステ

ンレス鋼 SUS316LN 鋼の粒界割れ加速メカニズ

ムの検討」 

安村  彩音  君（東北大学） 

この度は、2022 年度日本機械学会東北支部独創

研究学生賞という名誉ある賞を賜りましたことを

大変光栄に思います。また、関係者の皆様には 心

より御礼申し上げます。 

現在、世界では地球温暖化対策として今後使用

が増加する見込みの原子力発電においては、高効

率化を目指し第四世代原子炉の開発が進められて

います。第四世代原子炉には、冷却媒体に液体ナ

トリウムを使用するものが開発されており、圧力

容器や配管にはオーステナイトステンレス鋼

SUS316LN などの応用が想定されています。本材

料は、高温化での損傷加速機構について未解明な

部分が多く、原子炉の長期信頼性の保証のため研

究が必要です。 
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本研究では、EBSD 分析を用い、SUS316LN の

高温化での損傷加速の様子を観察しました。今後

はサンプル数を増やし、微細組織変化の分析を行

い材料の寿命予測につながるような研究を継続し

ていく所存です。 

最後に、ご指導ご鞭撻を賜りました三浦英生教

授、並びに研究生活を支えてくださった研究室の

皆様に心より御礼申し上げます。 

 

 

 

独創研究学生賞(大学院修士の部) 

「カーボンナノチューブヤーンの作製およびその

エポキシ樹脂を用いた複合化と特性評価に関する

研究」 

土井 慎平  君（東北大学） 

 この度は、日本機械学会東北支部独創研究学生

賞という栄誉ある賞を賜りましたことを大変光栄

に存じますとともに、関係者の皆様に心より御礼

申し上げます。 

 現在、カーボンナノチューブ（CNT）の集合体

から作製するCNTヤーンは、ナノスケールである

CNT の長尺化を実現し、高強度軽量素材や電線な

どへの利用が期待されています。しかし、空隙の

存在やCNT同士の弱い相互作用によってその特性

がCNT単体と比較して低いことが課題とされてい

ます。 

 そこで本研究では、CNT ヤーン作製時の張力負

荷およびエポキシ含侵によって、緻密化が進行す

るとともにCNT間の接着が強化され、電気・機械

的特性が向上することを明らかにしました。さら

に、等価介在物理論の適用によってCNTヤーンを

使用した複合材料の弾性率・強度予測が可能であ

ることを明らかにしました。 

 最後になりますが、ご指導ご鞭撻を賜りました

橋田俊之教授、並びに研究生活を支えてくださっ

た橋田・小川/佐藤研究室の皆様に深く感謝御礼申

し上げます。 

 

 

独創研究学生賞(大学院修士の部) 

「多層カーボンナノチューブの炭素含浸/アニール

2 段階処理による構造制御と特性評価に関する研

究」 

西岡 尚人  君（東北大学） 

この度は、日本機械学会東北支部独創研究学生

賞という栄誉ある賞を賜りましたことを大変光栄

に存じますとともに、関係者の皆様に心より御礼

申し上げます。 

カーボンナノチューブ（CNT）は、優れた力学

特性を有していることに加え、軽元素の炭素原子

のみから構成された低密度材料であることから、

CNT を高分子、金属ならびにセラミックスの軽量 

強化素材として使用した複合材料や MWCNTを連

続的に引き出すことによって作製した MWCNT 紡

績糸や配向 MWCNT シートを用いた複合材料の開

発が注目されています。CNT 複合材料への応用の

ためには高い公称強度を得ることが必要となりま

すが、現状の強度は高々10GPa に留まっています。

そこで本研究では、熱CVD法を用いた浸炭処理に

よって生じた炭素原子が多層CNTに蒸着し、浸炭

処理条件を変化させることでMWCNTの構造およ

び結晶性の制御が可能であることを明らかにしま

した。さらに、浸炭処理と高温アニール処理を組

み合わせた 2-ステップ法を用いることで MWCNT

の公称強度の向上に成功しました。 

最後にご指導ご鞭撻を賜りました橋田俊之教授、

並びに研究生活を支えてくださった橋田・小川/佐

藤研究室の皆様に深く感謝申し上げます。 

 

独創研究学生賞(大学院修士の部) 

「Ni 基超合金 Alloy617 の高温クリープ疲労損傷

に及ぼす歪み速度の影響」 

中山 昂紀   君（東北大学） 

この度は独創研究学生賞という名誉ある賞を賜

りましたことを大変光栄に感じますとともに、関

係者の皆様に心より御礼申し上げます。 

今後大量導入が見込まれる再生可能エネルギー

は、出力が気象条件に左右されるため、電力の安
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定供給のため火力発電所との併用が求められてい

ます。しかし、火力発電には頻繁な出力変動が発

生し、高効率化には稼働温度の高温化も避けられ

ず、適用部材にはクリープ疲労損傷が現在よりも

顕著に発現すると考えられます。 

そこで本研究では、Ni基超合金 Alloy617の高温

クリープ疲労負荷の歪み速度依存性を検討しまし

た。その結果、従来よりも高温環境下では、従来

の疲労損傷と異なる歪み速度が速いほど劣化損傷

が加速することを明らかにしました。さらに、こ

の新しい損傷劣化の加速メカニズムは、粘弾性挙

動の活性化による 1 サイクル当たりの残留歪みの

増加であることを明らかにしました。 

最後に、本研究は東北大学先端材料強度科学研

究センター三浦英生教授、鈴木研准教授をはじめ

多くの方々にご指導、ご協力を賜り実施すること

ができました。深く感謝を申し上げます。 

 

 

 

＜今後の行事予定＞ 

○東北支部第 59 期秋季講演会：2023 年 9 月 30 日（土）対面＆オンライン発表講演（弘前大学理工学部） 

○第 54 回東北学生会卒業研究発表会：2024 年 3 月（予定） 

○東北支部第 59 期総会・講演会：2024 年 3 月（予定） 

※行事の詳細につきましては計画が整い次第、支部のホームページに掲載いたしております。 

※支部講演会・卒業研究発表会の発表を募集しております。詳しくは支部のホームページをご覧下さい。 

 

 

日本機械学会東北支部 

〒980-8579 仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-01 

東北大学大学院工学研究科 機械・知能系内 

TEL＆FAX：022-723-2560  E-mail：jsme.tohoku@gmail.com  
ホームページ http://www.jsme.or.jp/th/  

☆ 会員の皆様のご意見、ご要望をお待ちしております。 

☆ また、掲載ご希望の記事がおありでしたらお気軽に上記までお問い合わせください。 


